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広報

社会福祉法人 高梁市社会福祉協議会／・高梁総合福祉センター内  ・電話（0866）22-7243

福祉
ふ く しふ あれ い

市内の色んな地域で福祉委員活動中!

平成24年度事業計画・予算について…2〜3㌻
新事業がスタートします！…4㌻
平成24年4月から介護保険制度が一部改正に
なりました、介護職員さんのおすすめレシピ…5㌻
福祉委員の活動について…6㌻
赤い羽根まちづくり福祉活動事業について…7㌻
お知らせ…8〜9㌻
人事異動のお知らせ、福祉施設の作品展示コーナー…10㌻
寄付…11〜12㌻

　「福祉のまちづくり」のお世話をしていただいている
福祉委員の方の活動の様子です（地域福祉活動計画策定
に伴うアンケート配布）。（６面に関連記事）



「ささえあい・たすけあい」の地域づくりに向けて

　平成 24 年度

 事業計画・予算が決まりました
　

平
成
24
年
３
月
26
日
、
高
梁
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
理
事
会
を
、
高
梁
総
合
文
化
会
館
で
評

議
員
会
を
開
催
し
、
平
成
24
年
度
の
事
業
計
画

及
び
一
般
会
計
予
算
・
特
別
会
計
予
算
な
ど
が

理
事
会
で
同
意
、
評
議
員
会
で
議
決
さ
れ
ま
し

た
。

　

本
年
度
の
重
点
目
標
を
次
の
と
お
り
掲
げ
各

施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
重
点
目
標
）

１　
「
さ
さ
え
あ
い
・
た
す
け
あ
い
」
で
繋

が
る
地
域
福
祉
の
推
進

２　

福
祉
委
員
を
中
心
と
し
た
小
地
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
推
進

３　

安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
地
域

社
会
を
目
指
す「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」

策
定
の
推
進

４　

更
な
る
会
員
制
度
の
普
及
と
会
員
加
入

の
促
進

５　

介
護
職
員
の
資
質
を
高
め
専
門
性
を
発

揮
し
た
、
よ
り
充
実
し
た
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
提
供

６　

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
健
全
育
成
及

び
連
携
強
化

歳入 歳出
介護保険事業
275,737千円
50.7%

介護保険収入
229,492千円
42.2%

受託金収入
99,652千円
18.3%

経常経費
補助金収入
91,585千円
16.9%

経理区分間繰入金収入
27,289千円　5.0%

前期末支払資金残高
23,473千円　4.3%

事業収入
25,757千円　4.7%

寄付金収入
15,117千円　2.8%

会費収入　10,619千円　2.0%
共同募金配分金収入　6,435千円　1.2% その他

14,140千円　2.6%

法人運営
98,580千円
18.1%

在宅福祉
サービス事業
117,773千円
21.7%

地域福祉推進事業
31,438千円
5.8%

共同募金配分金事業
6,285千円　1.2%

福祉サービス利用援護事業
4,145千円　0.8%

ボランティアセンター活動事業
1,789千円　0.3%
その他　7,812千円　1.4%

〔歳入※会費収入内訳〕
○社会福祉協議会賛助会費収入 10,288 千円
○福祉移送サービス会員会費収入 331 千円
〔歳入※その他内訳〕
○自立支援費等収入 3,537 千円
○会計単位間繰入金収入 920 千円
○借入金利息補助金収入 117 千円
○負担金等収入 9,566 千円

〔歳出※その他内訳〕
○資金貸付事業 3,319 千円
○保健センター事業 2,153 千円
○企画広報事業 2,199 千円
○地域福祉活動基金 141 千円

　　一般会計予算　歳入・歳出総額 543,559 千円

　　特別会計予算　公益事業 131,225 千円
収益事業　 5,258 千円

公益事業
131,225千円

収益事業
5,258千円

シルバー人材センター	 101,488 千円
総合福祉センター	 28,894 千円
公園管理事業	 843 千円

高齢者統合在宅支援事業	 5,258 千円
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賛助会費及び寄付金を財源とした事業について
賛助会費を財源とした事業（10,288千円）

事業名 単位（千円） 事業内容

ふれあいのまちづくり事業 1,341 ふれあい福祉講座、福祉委員連絡会、福祉委員活動支援	

ふれあい相談事業 248 身体障害者相談、高齢者サービス・心配ごと相談、
福祉総合相談

地域福祉活動事業 4,638 ふれあいサロン事業、ちょこっとお助けサービス事業	

老人福祉事業 2,058 米寿肖像写真等贈呈、敬老事業（単独）	 	 	

障害児・母子・児童福祉事業 200 障害者団体活動支援

災害福祉活動事業 825 災害見舞金支給事業、被災家屋等復旧費助成事業

ボランティアセンター活動事業他 978 学童生徒のボランティア活動普及事業、ボランティア活動保
険料助成事業他	

寄付金を財源とした事業（15,117千円）
事業名 単位（千円） 事業内容

企画広報事業 2,199 広報紙の発行、ホームページの更新

ふれあいのまちづくり事業 2,058 健康福祉のつどい、小地域ネットワーク活動支援

地域福祉活動事業 9,171 地区社協・福祉団体等活動支援

老人福祉事業 753 日常生活用具貸出事業

ボランティアセンター活動事業他 936 夏のボランティア体験事業、ボランティア団体等助成事業他

平成24年度

Ａプラン……280円  Ｂプラン……420円
天災危険補償タイプもあります。
H22.4より改訂  

掛金：

安心を支えます

ボランティア活動中のケガや賠償事故を幅広く補償！

活動場所と自宅
との往復途上の
事故も補償

ケガのための
入院を

事故の日から
180日まで補償

お問合せやご相談は・・・ 
高梁市社会福祉協議会 

本　　所☎22-7243　有漢支所☎57-3218
成羽支所☎42-2005　川上支所☎48-9770
備中支所☎45-3131　まで   

天災タイプでは
地震・噴火・津波
によるけがもOK

ボランティア自身の
食中毒・熱中症
特定感染症もOK
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　市社協では、「ささえあい・たすけあい」の地域を目指した自立支援事業を積極的に推進するため、
本年度から新たに取り組む生活に密着したサービスとして、次の事業をスタートします。また効果的な
事業展開を行うため、改正を行った事業も併せてお知らせします。

新事業がスタートします !

　

本
年
度
よ
り
高
梁
市
か
ら
受
託

し
た
事
業
で
、
従
来
か
ら
地
域
で

実
施
さ
れ
て
い
る
敬
老
会
等
に
対

し
、
助
成
を
行
い
ま
す
。

▽
助
成
対
象
の
事
業

　

敬
老
会
や
高
齢
者
相
互
の
親
睦

を
図
る
事
業
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
現
金
又
は
記
念
品
等
の

贈
呈
の
み
の
事
業
は
除
き
ま
す
。

▽
事
業
範
囲

　

町
内
会
単
位
以
上
が
範
囲
と
な

り
ま
す
。

▽
対
象
者

　

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
で
敬

老
会
等
に
参
加
さ
れ
た
方
な
ど

①
満
年
齢
75
歳
以
上
の
方

②
満
年
齢
88
歳
を
迎
え
ら
れ
る
方

　

た
だ
し
、
市
内
に
居
住
さ
れ
て

い
る
高
齢
者
の
み
と
な
り
ま
す
。

※
助
成
額
に
つ
い
て
は
、
市
受
託

額
に
皆
様
か
ら
の
賛
助
会
費
を
加

え
て
一
人
あ
た
り
１
、５
０
０
円
と

し
、
こ
の
事
業
の
推
進
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

身
近
な
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で

も
、
困
る
よ
う
な
作
業
等
で
、
例

え
ば
自
宅
の
庭
周
辺
の
手
入
れ
、

外
出
の
時
の
お
手
伝
い
、
簡
単
な

修
繕
な
ど
に
つ
い
て
お
助
け
す
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

▽
対
象
者

　

市
内
に
居
住
さ
れ
て
い
る
方
で
、

次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
を
満
た
す
方

①
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

②
高
齢
者
の
み
の
世
帯

③
母
子
、
父
子
世
帯
の
生
計
中
心
者

④
障
害
者

　

た
だ
し
、
福
祉
委
員
の
方
の
意

見
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▽
利
用
回
数

　

概
ね
年
24
回
が
限
度
で
す

▽
利
用
料

　

作
業
代
の
５
割
が
利
用
料
と
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
原
材
料
等
が

必
要
な
場
合
は
利
用
者
の
方
の
実

費
負
担
と
な
り
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業

　

地
域
で
安
心
し
て
い
き
い
き
と
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
住
民
の

福
祉
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
、次
の
と
お
り
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

●
活
動
年
数
及
び
助
成
額
に
つ
い
て

　

年
４
～
５
回
の
活
動
も
対
象
と
な
り
、
助
成
年
額
は
、
１
０
、０
０
０

円
以
内
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
年
６
回
以
上
の
活
動
に
対
し
て
の
助

成
年
額
は
従
来
ど
お
り
で
す
。

　

市
社
協
で
は
本
年
度
も
積
極
的
に
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
活
動
を
支
援

い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

自
然
災
害
又
は
火
災
に
よ
り
、
住
宅
等
の
建
物
に
被
害
を
受
け
た

世
帯
へ
の
支
援
事
業
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

被
災
家
屋
等
復
旧
費
助
成
金
支
給
事
業

●
支
給
の
範
囲
に
つ
い
て

　

①
住
宅
及
び
日
常
生
活
に
必
要
な
建
物
（
以
下
「
住
宅
等
」
と
い

う
。）
が
損
壊
し
た
と
き

　

②
住
宅
等
に
土
砂
等
が
流
入
、
又
は
接
近
し
、
生
活
に
危
険
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
た
と
き
。
た
だ
し
、
土
砂
等
の
除
去
必
要
量
が

高
梁
市
災
害
家
屋
の
土
砂
等
除
去
扶
助
要
綱
の
対
象
と
な
ら

な
い
こ
と
。

　

③
火
災
に
よ
り
、
住
宅
等
に
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
と
き
。

災
害
見
舞
金
支
給
事
業

●
支
給
の
範
囲
に
つ
い
て

　

損
壊
等
の
部
分
が
概
ね
20
％
未
満
で
相
当
消
失
、
損
傷
し
た
場
合

に
対
し
て
も
支
給
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

敬 

老 

事 

業

（
高
梁
市
か
ら
の
受
託
事
業
）

ち
ょ
こ
っ
と

お
助
け
サ
ー
ビ
ス

新事業

新事業

　

詳
し
い
事
業
内
容
に
つ
い
て
は
次
ま
で
お
問
合
わ
せ
下
さ
い
。

地
域
福
祉
課
☎
２
２
─
７
２
４
３　

有
漢
支
所　

☎
５
７
─
３
２
１
８

成
羽
支
所　

☎
４
２
─
２
０
０
５　

川
上
支
所　

☎
４
８
─
９
７
７
０

備
中
支
所　

☎
４
５
─
３
１
３
１
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お問合わせは、高梁市社会福祉協議会
　居宅たかはし、訪問介護、訪問入浴たかはし
　　　　　　　　　　　　　　  ☎２２－７２４４
　巨瀬デイサービス　　　　　  ☎２５－００３７
　グループホームささゆり苑　  ☎２９－９１１２
　居宅かわかみ、川上デイサービス
　　　　　　　　　　　　　　  ☎４８－９７７０
　居宅びっちゅう、備中デイサービス
　　　　　　　　　　　　　　  ☎４５－３１３１

☆作り方☆
①キャベツは大きめに切り、きぬさやは筋を取る。人参は

短冊切り。
②鶏むね肉は、下味（酒・醤油）につけておく。
③梅干し、めんつゆ、酒を味をみながら好みの味に合わせる。
④フライパンに、にんにくの薄切りと②を入れて炒め、次

に①を入れて炒めあわせ、仕上げに③を入れてからめる。

○鶏肉に火が通りすぎるとパサパサす
るので注意しましょう。

○キャベツときぬさやはシャキシャキ
と歯ごたえを残すようにしましょう。

ポイント☆材料　2 人分☆
鶏むね肉うす切り ･･ １00g
下味（酒、醤油）･･･ 少々
キャベツ ･･･ 半玉　 きぬさや、人参 ･･･ お好みで
梅干し ･･･ 大２個　 めんつゆ ･･･ 大さじ２
酒 ･･･ 大さじ２　　 にんにく ･･･ １かけ

介護職員さんのおすすめレシピ 梅雨の時期にピッタリの簡単料理
さっぱりとして美味しいですよ

春キャベツと鶏むね肉のさっぱり炒め

市社協の介護保険事業所も制度改正に伴い、事業所の体制を変えましたのでお知らせします

平成24年4月から介護保険制度が一部改正になりました

　「居宅かわかみ」と「居宅びっちゅう」は、
24 時間相談を受付けることが出来るよう体制を
整えました。
　住み慣れた地域、在宅で生活出来るように相
談等を行っています。

　サービス提供時間が変わります。
○巨瀬デイサービスセンター　10時から15時30分まで
○川上デイサービスセンター　10時から15時30分まで
○備中デイサービスセンター　9時30分から16時まで
　在宅で自立した生活が送れるよう機能訓練を
充実します。

　「訪問入浴事業所びっちゅう」は「訪問入浴事
業所たかはし」に事業所を統合しました。
　訪問入浴事業所びっちゅうのご利用の方は、
訪問入浴事業所たかはしから今までどおり訪問
します。

　生活援助は 45 分の提供が出来るようになり
ました。これまでどおり、利用者の方の要望に
応えることが出来るよう、相談しながらサービ
ス提供を行います。

　看護師が定期的に訪問して、医療機関との連絡
調整を行います。また、施設の円滑な運営を行う
ため、光熱費などの維持管理費を見直します。

居宅介護支援事業

通所介護事業

訪問入浴事業

訪問介護事業

グループホームささゆり苑
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　市社協の依頼により町内会で選出され、町内会を活動範囲とし、住民の皆さんが安心して暮らせるよ
うに「気くばり・目くばりをし、お互いに励まし合い支えあう」という「福祉のまちづくり」のお世話
をしていただく方です。

　福祉委員活動の充実と活動内容の周知を図るため、この度、福祉委員活動のて
びきを改訂しました。
　今後、開催されます福祉委員連絡会において、福祉委員の方へ配布していきま
すので、ご活用いただきますようお願いいたします。

福祉委員とは…

福祉委員の活動について

　地域の福祉ニーズを把握
し、地域住民の変化等気が
ついたことがあれば、地域
の民生委員児童委員や市社
協へお知らせください。

　地域で行われる行事
に参加し、地域の人々
とつながりを深め、地
域で困っている人が少
しでも安心して暮らし
ていけるように、地域
の人々との協力をお願
いします。

※福祉委員の任期については原則２年ですが、再任することが出来ます。任期満了や任期途中で福祉委員
　を交代された場合は、地域福祉課または各支所までご連絡ください。
地域福祉課　☎２２－７２４３　　有漢支所　☎５７－３２１８　　成羽支所　☎４２－２００５
川上支所　　☎４８－９７７０　　備中支所　☎４５－３１３１

　 日 常 生 活 の な か で、 地
域の中で“困っている人”

“ちょっと気になる人”に対
して、民生委員児童委員と
連携をしながら、無理なく
できる範囲での声かけ・見
守りをお願いします。

　市社協の福祉に関す
るサービスや情報を、
地域のいろいろな方に
ひろめ、また、参加協
力していただくこと
で、地域の人々とのつ
ながりもひろめてくだ
さい。また、災害時な
ど緊急時の情報提供や
協力支援もお願いしま
す。

①町内のアンテナ役・パイプ役

【福祉委員活動のてびきが新しくなりました】

③地域福祉活動への
　参加及び協力

②地域での声かけ・見守り活動

④その他の活動
福祉委員
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　高梁市共同募金委員会では、地域の福祉の充実・強化を図るため、地域で支援を求めている人たちに
住民が気付き、支援を行うなどの住民相互の「ふれあい・たすけあい・ささえあい」に積極的に取り組
まれた団体へ活動支援しました。

赤い羽根まちづくり福祉活動事業について

　
「
気
軽
に
」「
無
理
な
く
」「
楽
し

く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
特
に
高
齢
者
に
は
新
し
い
生
活

習
慣
と
し
て
広
ま
る
こ
と
で
、
サ
ロ

ン
事
業
が
介
護
予
防
の
拠
点
と
し

て
機
能
し
て
い
ま
す
。
常
日
頃
か
ら

地
域
住
民
が
福
祉
の
視
点
を
持
ち

ふ
れ
あ
い
や
見
守
り
活
動
を
し
、
地

域
に
福
祉
の
風
土
を
根
付
か
せ
て

い
ま
す
。
３
月
に
は
地
域
の
イ
ベ
ン

ト
で
、
サ
ロ
ン
結
成
か
ら
う
ど
ん
打

ち
や
伝
承
活
動
の
渡
り
拍
子
な
ど

の
報
告
を
行
い
、
宇
治
地
域
の
福
祉

活
動
の
推
進
を
図
り
ま
し
た
。

　

天
満
町
親
和
会
で
は
、
10
年
前
か

ら
地
域
の
環
境
整
備
の
一
環
と
し

て
、
道
路
沿
い
の
草
取
り
や
草
刈

り
、
ま
た
、
一
人
暮
ら
し
の
方
々
へ

の
声
か
け
・
見
守
り
活
動
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
か
ら
、
赤
い
羽
根
の

サ
ロ
ン
と
し
て
活
動
に
取
組
み
、
新

た
に
健
康
教
室
、
地
域
農
業
収
穫
祭

の
催
し
や
老
人
施
設
訪
問
な
ど
、
よ

り
充
実
し
た
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
会
が
長
く
続
く
よ
う
こ
れ

か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

福
祉
委
員
、民
生
委
員
、愛
育
委
員
、

老
人
会
の
役
員
が
中
心
と
な
り
「
地

域
を
地
域
住
民
で
守
る
」
を
合
言
葉

に
発
足
し
ま
し
た
。
福
祉
マ
ッ
プ
づ

く
り
か
ら
活
動
を
始
め
、
マ
ッ
プ
が

完
成
す
る
に
つ
れ
て
改
め
て
地
区
の

事
情
を
再
認
識
す
る
と
共
に
不
安
を

感
じ
ま
し
た
。
し
か
し
、
地
区
の
実

情
を
知
る
こ
と
で
、
見
守
り
活
動
が

よ
り
活
発
に
な
り
地
区
一
丸
で
サ
ロ

ン
活
動
を
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
後
も
「
地
域
を
地
域
住
民
で
守

る
」
を
合
言
葉
に
活
動
し
て
い
き
ま

す
。

　

上
布
賀
地
区
の
女
性
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
中
心
と
な
っ
て
、
高
齢
の
方
へ

交
流
の
場
の
提
供
や
世
代
間
交
流

を
目
的
に
サ
ロ
ン
活
動
を
行
い
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
交
流
研
修
会
を

開
催
し
て
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

毎
回
サ
ロ
ン
活
動
を
楽
し
み
に
さ

れ
、
皆
と
色
々
な
話
に
花
を
咲
か
せ

て
お
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
方
と
一
緒

に
事
業
を
継
続
し
、
笑
顔
の
絶
え
な

い
憩
い
の
サ
ロ
ン
を
行
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

 

サ
ロ
ン
活
動
の
充
実
　
宇
治
町　
塩
田
ふ
れ
あ
い
会

 

声
か
け
・
見
守
り
活
動
　
成
羽
町　
天
満
町
親
和
会

 

福
祉
マ
ッ
プ
づ
く
り
　
川
上
町　
い
き
い
き
サ
ロ
ン
上
大
竹

 

ご
近
所
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
　
備
中
町　
憩
い
の
サ
ロ
ン
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平成２4年度

ふれあい
相談と援助

☆各支所で定例の相談日はありませんが、随時相談に応じます。
☆相談予約や問合せ先は次のとおりです。
　本　　所 ☎ 22-7243　　有漢支所 ☎ 57-3218　　成羽支所 ☎ 42-2005
　川上支所 ☎ 48-9770　　備中支所 ☎ 45-3131
※プライバシーは完全に守ります。お気軽にどうぞ。

種　　　別 福祉総合相談 身体障害者相談
担当相談員 常任相談員 身体障害者相談員
場　　　所 高梁総合福祉センター 高梁総合福祉センター
時　　　間 10:00～ 15:00 10:00～ 15:00

月／日
　6月21日（木） 　6月7日（木）
　7月19日（木） 　7月5日（木）

News
お

せ
ら知

2012
夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
事
業
に
つ
い
て

　

市
社
協
で
は
、
夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

体
験
事
業
を
７
月
か
ら
８
月
の
期
間
で

実
施
し
ま
す
。

▽
対
象
者

　

市
内
へ
在
住
又
は
市
内
に
通
学
し
て

い
る
中
学
生
・
高
校
生
・
大
学
生

▽
内　

容

　

市
内
の
施
設
及
び
地
域
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
体
験
活
動

寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
事
業
に
つ
い
て

　

寝
具
等
の
衛
生
管
理
が
困
難
な
方
を

対
象
に
寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
事
業
を
平

成
24
年
７
月
と
11
月
の
２
回
実
施
し
ま

す
。

▽
対
象
者

　

市
内
に
住
所
を
有
し
居
住
し
て
い
る

方
で
次
の
条
件
を
満
た
す
方

　

①
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

　

②
高
齢
者
の
み
の
世
帯
又
は
こ
れ
に

準
ず
る
世
帯
の
高
齢
者

　

③
身
体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
又
は

精
神
障
害
者
で
あ
っ
て
、
老
衰
、
心

身
の
障
害
又
は
傷
病
等
に
よ
り
、
寝

具
類
の
衛
生
管
理
が
困
難
な
方

▽
対
象
品
目

　

掛
布
団
、敷
布
団
、肌
布
団
、毛
布
（
シ

ン
グ
ル
）
の
１
セ
ッ
ト

米
寿
祝
い
品
贈
呈
事
業
に
つ
い
て

　

市
社
協
で
は
、
米
寿
を
迎
え
ら
れ
る

皆
様
の
長
寿
を
お
祝
い
し
記
念
品
を
贈

呈
し
て
お
り
ま
す
。

▽
贈
呈
の
対
象
者

　

高
梁
市
に
住
所
を
有
し
、
大
正
12
年

９
月
21
日
か
ら
大
正
14
年
３
月
31
日

の
間
に
お
生
ま
れ
の
方

▽
贈
呈
品

　

米
寿
記
念
の
肖
像
写
真

※
市
社
協
か
ら
対
象
者
へ
希
望
調
査
を

行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
撮
影
、
贈
呈
等
は
無
料
で
、

撮
影
日
時
な
ど
は
、
川
口
写
真
館
（
下

町
109
）
か
ら
直
接
申
込
者
の
方
へ
ご
連

絡
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
贈
呈
は
９
月
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

台
紙
・
フ
レ
ー
ム
・
額
縁
の
中
か
ら

一
つ
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
福
祉
講
座
に
つ
い
て

　

市
社
協
で
は
、
平
成
24
年
度
ふ
れ
あ

い
福
祉
講
座
を
次
の
日
程
で
開
催
い
た

し
ま
す
。

　

こ
の
「
ふ
れ
あ
い
福
祉
講
座
」
は
、

少
子
高
齢
化
に
よ
り
一
人
暮
ら
し
、
高

齢
者
世
帯
が
増
加
傾
向
に
あ
る
中
、
高

齢
者
や
障
害
者
の
方
が
地
域
で
安
心
し

て
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
、
地
域

住
民
が
福
祉
に
対
す
る
理
解
を
深
め『
さ

さ
え
あ
い
が
日
常
的
に
行
わ
れ
る
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
』
の
推
進
に
貢
献
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

○
日　

時

　

平
成
24
年
７
月
19
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
４
時
30
分
ま
で

○
場　

所

　

高
梁
総
合
文
化
会
館

○
対　

象

　

福
祉
委
員
、
民
生
委
員
児
童
委
員
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
関
係
者
等

○
内　

容

　

福
祉
委
員
体
験
発
表
、
サ
ロ
ン
実
践

発
表
、
記
念
講
演
等

 

　 

お
知
ら
せ
に
つ
い
て
の
問
合
せ
先

 　

 

地
域
福
祉
課　

☎
２
２
─
７
２
４
３

 　

 

有
漢
支
所　
　

☎
５
７
─
３
２
１
８

 　

 

成
羽
支
所　
　

☎
４
２
─
２
０
０
５

 　

 

川
上
支
所　
　

☎
４
８
─
９
７
７
０

 　

 

備
中
支
所　
　

☎
４
５
─
３
１
３
１

額縁 フレーム

台紙
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News
お

せ
ら知

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
用
具
の
寄
贈
に
つ
い
て
3/19

　

高
梁
市
立
高
梁
小
学
校
児
童
会
様
か

ら
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
用
具
（
カ
ラ
ー

ボ
ウ
リ
ン
グ
セ
ッ
ト
）
の
寄
贈
が
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
用
具
は
、

同
校
が
年

間
を
通
じ

て
ア
ル
ミ

缶
の
回
収

に
取
り
組

ん
で
お
り
、

そ
の
収
益

金
で
、
購

入
さ
れ
た

も
の
で
す
。

日
本
財
団
か
ら
車
両
助
成
を
受
け
ま
し
た

　

こ
の
度
、
日
本
財
団
か
ら
車
両
整
備

の
助
成
を
受
け
軽
自
動
車
２
台
を
更
新

し
ま
し
た
。

　

市
社
協

で
は
、地
域

福
祉
活
動

や
在
宅
福

祉
サ
ー
ビ

ス
に
こ
の

車
両
を
活

用
し
て
い

ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
お
礼

　

地
域
福
祉
活
動
計
画
の
策
定
に
お
い

て
、
実
施
い
た
し
ま
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

で
す
が
、
約
１
、３
１
０
人
の
方
か
ら
回

答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
に

つ
い
て
は
、
今
後
発
行
の
広
報
紙
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
引
き
続
き
、
地

域
福
祉
活
動
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
義
援
金
に
つ
い
て

　

岡
山
県
立
高
梁
城
南
高
等
学
校
生
徒

会
で
は
、
生
徒
会
活
動
と
し
て
東
日
本

大
震
災
被
災
地
支
援
の
募
金
活
動
に
取

り
組
ま
れ
、
こ
れ
ま
で
に
４
回
に
亘
っ

て
義
援
金
を
預
か
り
、
日
本
赤
十
字
社

岡
山
県
支
部
及
び
岡
山
県
共
同
募
金
会

を
通
じ
て
被
災
地
へ
送
ら
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

義
援
金
の
合
計
額
は
３
５
９
、０
４
６

円
で
、
現
在
も
同
校
で
は
募
金
活
動
に

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。　

平
成
23
年
度

　
賛
助
会
費
へ
の

　
　
　
　
ご
協
力
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

　

平
成
23
年
度
賛
助
会
費
に
、
市
内
外

の
多
く
の
方
か
ら
ご
理
解
と
ご
賛
同
を

賜
り
、
８
０
５
万
９
千
円
の
賛
助
会
費

を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
貴
重

な
浄
財
は
、
高
梁
市
の
地
域
福
祉
推
進

の
た
め
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業
等
の

財
源
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
、
市
社
協
で
は
、

皆
さ
ま
と
共
に
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
さ
さ
え
あ
い
・

た
す
け
あ
い
」
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
本
年
度
も

賛
助
会
費
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

■ 法人会員　　　　　　　　 
（高梁地区）　　　　　　　　 ヒカリ消毒 株式会社
株式会社 NK岡山　　　　　　 株式会社 前田サービス岡山
（市外）　　　　　　　　　　　三菱電機ビルテクノサービス株式会社中国支社
三要電熱工業 株式会社

（順不同、敬称略） 3月1日〜3月31日現在

平成23年度　社協賛助会費にご協力いただいた法人会員
ご協力いただいた法人会員のお名前を掲載いたします。ご協力ありがとうございました。
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和
紙
を
２
枚
張
り
合
わ
せ

て
高
級
か
ぶ
と
を
作
り
ま
し

た
。

　

厚
紙
と
割
り
箸
に
和
紙
を

は
っ
て
一
生
懸
命
作
り
ま
し

た
。 端

午
の
節
句

で
ん
で
ん
太
鼓

巨
瀬
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

福
祉
施
設
の

作
品
展
示

コ
ー
ナ
ー

平
成
24
年
２
月
29
日
付

【
退
職
】

▼
信
清
康
子
（
介
護
保
険
課
訪
問
介
護

事
業
所
主
任
）

平
成
24
年
３
月
31
日
付

【
高
梁
市
へ
復
帰
】

▼
山
﨑
一
広
（
事
務
局
次
長
兼
総
務
課

長
）

平
成
24
年
４
月
１
日
付

【
異
動
】

▼
事
務
局
次
長
兼
総
務
課
長
＝
西
大
介

（
高
梁
市
市
民
生
活
部
市
民
課
課
長

補
佐
兼
交
通
係
長
）

▼
地
域
福
祉
課
事
業
係
長
兼
介
護
保
険

課
巨
瀬
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
生

活
相
談
員
＝
川
上
麻
美
（
地
域
福
祉

課
事
業
係
長
）

▼
地
域
福
祉
課
事
業
係
主
任
兼
介
護
保

険
課
巨
瀬
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

主
任
兼
生
活
相
談
員
＝
住
吉
悦
子

（
介
護
保
険
課
巨
瀬
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
主
任
兼
生
活
相
談
員
）

▼
地
域
福
祉
課
兼
介
護
保
険
課
巨
瀬
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
看
護
師
兼
訪

問
入
浴
事
業
所
た
か
は
し
看
護
師
＝

上
田
孝
子
（
介
護
保
険
課
巨
瀬
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
看
護
師
）

▼
介
護
保
険
課
課
長
補
佐
兼
訪
問
介
護

事
業
所
＝
谷
口
豊
子
（
介
護
保
険
課

主
幹
兼
訪
問
介
護
事
業
所
管
理
者
）

▼
介
護
保
険
課
主
幹
兼
訪
問
介
護
事
業

所
管
理
者
＝
林
八
重
子
（
介
護
保
険

課
訪
問
介
護
事
業
所
主
任
）

▼
介
護
保
険
課
訪
問
介
護
事
業
所
主
任

＝
池
田
文
子
（
介
護
保
険
課
訪
問
介

護
事
業
所
主
任
兼
巨
瀬
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
生
活
相
談
員
）

▼
介
護
保
険
課
訪
問
介
護
事
業
所
主
任

＝
森
繁
眞
子
（
介
護
保
険
課
訪
問
介

護
事
業
所
）

▼
介
護
保
険
課
訪
問
入
浴
事
業
所
た
か

は
し
管
理
者
兼
巨
瀬
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
看
護
師
＝
岡
崎
宏
子
（
介

護
保
険
課
訪
問
入
浴
事
業
所
た
か
は

し
管
理
者
兼
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

た
か
は
し
主
任
兼
巨
瀬
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
看
護
師
）

▼
介
護
保
険
課
訪
問
入
浴
事
業
所
た
か

は
し
主
任
兼
訪
問
介
護
事
業
所
主
任

兼
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
さ
ゆ
り
苑
看

護
師
＝
樽
角
益
子
（
訪
問
入
浴
事
業

所
び
っ
ち
ゅ
う
管
理
者
兼
備
中
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
主
任
兼
訪
問
介

護
事
業
所
主
任
）

▼
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
か
わ
か
み
主

任
＝
河
野
幸
子
（
居
宅
介
護
支
援
事

業
所
び
っ
ち
ゅ
う
主
任
）

▼
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
び
っ
ち
ゅ
う

＝
古
米
洋
子
（
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
か
わ
か
み
）

▼
備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
主
任

＝
高
橋
ひ
ず
る
（
備
中
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
主
任
兼
訪
問
入
浴
事
業

所
び
っ
ち
ゅ
う
主
任
）

平
成
24
年
４
月
30
日
付

【
退
職
】

▼
藤
野
諭
（
地
域
福
祉
課
主
幹
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
担
当
）

平
成
24
年
５
月
１
日
付

【
新
規
採
用
】

▼
地
域
福
祉
課
主
幹
（
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
担
当
）
＝
大
樫
達
己

人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。（　
　

）
内
は
旧
任

人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

10広報ふれあい福祉　第43号



社会福祉協議会へのご寄付
ありがとうございました。

　社会福祉法人高梁市社会福祉協議会へ平成 24 年 3 月と 4 月にいただいたご寄付についてお知らせします。
心から感謝申し上げ社会福祉事業に活用させていただきます。
　なお、金額等については寄付者の意向によって掲載しています。（敬称は略させていただきます。）

24 年 3 月〜 4 月

【
香
典
・
玉
串
料
・
御
花
料
返
し
】

《
高
梁
支
会
》	

金
一
封	

南　

町	

井
上
　
昌
志

	

（
故
・
良
盛
様
）

金
一
封	

落
合
町	

岡
田
　
宏
幸

	

（
故
・
利
秋
様
）

金
一
封	

片
原
町	

森
　
美
代
子

	

（
故
・　

惠
様
）

金
一
封	

下　

町	

八
木
　
好
之

	

（
故
・
八
重
子
様
）

金
一
封	

下
谷
町	

笹
田
　
敏
宏

	

（
故
・
加
代
子
様
）

金
一
封	
正
宗
町	

多
賀
　
礼
子

	
（
故
・
孝
子
様
）

金
一
封	

津
川
町	
矢
田
部
義
道

	

（
故
・
嘉
彦
様
）

金
一
封	

中
間
町	

伊
達
美
智
子

	

（
故
・
安
治
様
）

金
一
封	

落
合
町	

西
　
　
和
幸

	

（
故
・
保
様
）

金
一
封	

川
面
町	

小
林
　
克
己

	

（
故
・
静
男
様
）

金
一
封	

原
田
南
町	

樫
村
百
合
子

	
	（

故
・
忠
博
様
）

十
万
円	

高
倉
町	

平
　
佐
太
郎

	

（
故
・
智
子
様
）

金
一
封	

玉
川
町	

中
川
　
富
香

	

（
故
・
光
雄
様
）

金
一
封	

原
田
南
町	

大
森
　
徳
恵

	

（
故
・
山
本
藤
市
様
）

金
一
封	

高
倉
町	

太
田
　
民
雄

	

（
故
・
孝
雄
様
）

金
一
封	

東　

町	

辻
　
　
良
子

	
	（
故
・
有
司
様
）

金
一
封	

津
川
町	

小
野
　
　
篤

	

（
故
・
百
合
野
様
）

金
一
封	

南　

町	

亀
山
　
正
直

	

（
故
・
末
子
様
）

金
一
封	

川
面
町	

村
上
　
兼
明

	

（
故
・
と
み
子
様
）

金
一
封	

落
合
町	

奥
田
　
秀
延

	

（
故
・
弓
子
様
）

《
津
川
地
区
》

金
一
封	

津
川
町	

小
野
　
　
篤

	

（
故
・
百
合
野
様
）

《
川
面
地
区
》

金
一
封	
川
面
町	

山
本
　
　
馨

	
（
故
・
須
眞
子
様
）

金
一
封	

川
面
町	
小
林
　
克
己

（
故
・
静
男
様
）

金
一
封	

川
面
町	

村
上
　
兼
明

（
故
・
と
み
子
様
）

《
巨
瀬
地
区
》

金
一
封	

巨
瀬
町	

石
池
　
恵
己

	

（
故
・
一
子
様
）

金
一
封	

巨
瀬
町	

前
岡
　
宏
治

（
故
・
巖
様
）

金
一
封	

巨
瀬
町	

藤
成
　
　
進

（
故
・
律
枝
様
）

《
玉
川
地
区
》

金
一
封	

玉
川
町	

中
川
　
富
香

	

（
故
・
光
雄
様
）

《
宇
治
地
区
》

金
一
封	

宇
治
町	

四
条
　
芳
則

	

（
故
・
恵
様
）

《
落
合
地
区
》

金
一
封	

落
合
町	

奥
田
　
秀
延

	

（
故
・
弓
子
様
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封	

有　

漢	

小
柴
　
健
男

	

（
故
・
雅
夫
様
）

金
一
封	

有　

漢	

大
江
　
祥
文

	

（
故
・
祥
方
様
）

金
一
封	

有　

漢	

櫻
　
　
忠
雄

	

（
故
・
美
智
也
様
）

金
一
封	

有　

漢	

山
縣
加
代
子

	

（
故
・
壽
美
子
様
）

金
一
封	

上
有
漢	

岩
原
　
順
市

	

（
故
・
昇
様
）

《
成
羽
支
会
》

金
一
封	

大
阪
府	

大
河
　
正
　

	

（
故
・
美
惠
様
）

金
一
封	

成　

羽	

横
見
瀬
宗
明

	

（
故
・
オ
カ
子
様
）

金
一
封	

総
社
市	

藤
原
　
克
己

	

（
故
・
英
男
様
）

金
一
封	

成　

羽	

坂
口
　
勝
正

（
故
・
和
子
様
）

金
一
封	

中　

野	

細
川
　
　
匡

	

（
故
・
広
心
様
）

金
一
封	

成　

羽	

芳
賀
　
由
枝

（
故
・ 

通
様
）

金
一
封	

下　

原	

國
田
登
喜
江

（
故
・ 

文
吉
様
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封	

上
大
竹	

藤
原
　
秀
基	

（
故
・
栄
枝
様
）

金
一
封	

七　

地	

渡
邉
　
初
夫

	

（
故
・
伴
一
様
）

金
一
封	

広
島
県	

鈴
村
耕
太
郎

	

（
故
・
キ
ク
ヱ
様
）

金
一
封	

高　

山	

内
田
　
基
昭

	

（
故
・
幸
子
様
）
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この広報誌は再生紙を使用しています。

編 

集 

後 

記

金
一
封	

七　

地	

渡
辺
　
順
子

	

（
故
・
和
正
様
）

金
一
封	

仁　

賀	

萩
原
　
孝
信

	

（
故
・
テ
ル
コ
様
）

金
一
封	
領　

家	

藤
田
　
和
弘

	
（
故
・
德
二
様
）

金
一
封	

領　

家	
川
上
　
王
介

	

（
故
・
聖
子
様
）

金
一
封	

下
大
竹	

三
宅
　
基
文

	

（
故
・
敏
雄
様
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封	

平　

川	

内
藤
　
　
稔	

（
故
・
梅
代
様
）

金
一
封	

岡
山
市	

堤
　
　
国
夫

	

（
故
・
博
三
様
）

金
一
封	

東
油
野	

天
野
　
春
子	

（
故
・
武
平
様
）

金
一
封	

平　

川	

西
田
　
英
通	

（
故
・
主
一
様
）

金
一
封	

平　

川	

堀
井
　
正
則	

（
故
・
護
様
）

【
一
般
寄
付
】

《
高
梁
支
会
》

金
一
封	

　
　

	

匿
　
　
　
名

（
社
会
奉
仕
と
し
て

第
334
回
、
第
335
回
目
）

金
一
封	

中
井
町	

黄
江
サ
チ
ヱ

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

中
井
町	

角
瀬
　
義
和

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
中
井
地
区
》

金
一
封	

中
井
町	

黄
江
サ
チ
ヱ

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

中
井
町	

角
瀬
　
義
和

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封	
有　

漢	

横
山
　
民
子

	
（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

上
有
漢	
荒
木
　
啓
子

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

有　

漢	

山
縣
　
邦
子

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

上
有
漢	

湯
浅
　
昌
弘

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

有　

漢	

信
清
　
康
子

	（
高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会
退
職
に
あ
た
り
）

《
成
羽
支
会
》

金
一
封	

布　

寄	

佐
藤
　
円
二

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

小　

泉	

土
谷
　
幸
雅

	（
国
際
大
会
出
場
応
援
の
御
礼
と
し
て
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封	

下
大
竹	

森
川
　
浩
吉

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

領　

家	

匿
　
　
　
名

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

下
大
竹	

樋
口
　
邦
香

（
樋
口
瑛
美
香
の
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

地　

頭	

三
村
　
治
介

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

三　

沢	

川
上
　
　
剛	

（
米
寿
祝
い
御
礼
と
し
て
）

金
一
封	

仁　

賀	

面
田
　
美
好

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

下
大
竹	

藤
本
千
賀
子	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

下
大
竹	

堀
江
　
金
季

（
叙
勲
受
章
内
祝
い
と
し
て
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封	

平　

川	

丹
正
ミ
ノ
ル

	
（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	
布　

賀	

瀬
戸
川
武
明

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

布　

賀	
村
上
　
時
次

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

平　

川	

下
向
　
誠
次

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

　

木
々
の
若
葉
が
目
に
や
さ
し
い
５
月
、
こ
の
青
々
と
し
た
木
々
を
み

る
と
生
命
の
息
吹
を
感
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
も
市
民
皆
様
を
は
じ
め
多
く
の
方
に
お
願
い
し
て
ま

い
り
ま
す
賛
助
会
費
で
す
が
、
こ
の
会
費
は
、
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
地
域
福
祉
事
業
の
貴
重
な

財
源
と
な
り
ま
す
。
地
域
福
祉
の
推
進
の
た
め
、
ご
理
解
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。（
Ｋ
）

　

日
増
し
に
日
が
長
く
な
る
と
共
に
、
気
温
も
暖
か
く
過
ご
し
や
す
い

季
節
と
な
り
ま
し
た
。
体
を
動
か
す
に
も
ち
ょ
う
ど
良
い
時
期
で
あ
る

た
め
、
日
頃
の
運
動
不
足
解
消
の
た
め
に
も
、
ま
た
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を

始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
度
も
職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
、
新
し
い
体
制
の
下
で
、

「
さ
さ
え
あ
い
・
た
す
け
あ
い
」
の
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
各

種
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。（
Ｋ
）

　

先
日
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
を
実
施
さ
れ
て
い
る
方
か
ら
「
今
ま
で
サ

ロ
ン
に
参
加
さ
れ
な
か
っ
た
方
に
、
何
度
も
何
度
も
声
掛
け
を
し
て
い

た
ら
、
サ
ロ
ン
に
参
加
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
サ
ロ
ン
を
始
め
て
２
年

に
な
り
ま
す
が
、
や
っ
と
サ
ロ
ン
の
効
果
が
出
て
き
た
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。」
と
の
声
を
聞
き
、
サ
ロ
ン
事
業
が
地
域
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と

し
て
根
付
い
て
き
て
い
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
市
社
協
で
は
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
Ｋ
）
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